









○●○ 第 237 回共同学習会のご案内 ○●○ 















○●○ ED-MEDIA2009－World Conference on Educational Multimedia,  
Hypermedia& Telecommunication 参加報告 ○●○ 
6 月 22 日から 27 日までアメリカ合衆国ハワイ・ホノルルで開催された教育工学系の国際会議であ
る ED-MEDIA2009 –  World Conference on Educational Multimedia, Hypermedia & 
Telecommunication に参加した。本国際会議は ICT を利用した教育研究が中心に報告されている。
日本人研究者の参加も多く、研究者の交流と今後の教育工学研究の流れについて議論を行う場として
も活用されている。 
数多くの発表の中から今回のセンターニュースでは University of North Carolina の James 
Morrison 教授の「アクティブラーニングに対する教員の抵抗（Addressing the problem of faculty 







アクティブラーニングの手法として、Problem-Based Learning(問題解決型学習), Inquiry-Based 
Learning(探求に基づいた学習 ), Project-Based Learning(プロジェクト学習 ), Experiential 
Learning(経験に基づいた学習)の 4 つがあるのですが、通常、講義の設計においてインストラクショ
ナルデザイナー(IDer)が学習者の属性とニーズ分析から教材の構造、内容検討などを教科専門家
(Subject Matter Expert: SME)、教材開発者、インストラクターと行い、教材開発をし（日本の高等
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・東京大学 駒場アクティブラーニングスタジオ(KALS) http://www.kals.c.u-tokyo.ac.jp/ 
・林一雅、西森年寿、山内祐平（2008）東京大学駒場アクティブラーニングスタジオにおける授業事
例、日本教育工学会第 24 回全国大会講演論文集, pp847-848 
・東京大学大学院情報学環ベネッセ先端教育技術学講座 BEAT セミナー「プロジェクト学習が大学
を変える」http://www.beatiii.jp/seminar/035.html 
（文責：教育支援システム研究部門 山田 政寛） 
 





日時: 平成 21 年 7月 21 日(火) 13:00 - 17:00 
場所: 金沢大学自然科学系図書館内 AV ホール 
講師：尾崎史郎氏（放送大学 ICT 活用･遠隔教育センター教授） 
対象：大学等の教員、事務職員その他大学等の関係者、著作権に関する知識を必要とする人 
※ 内容詳細・参加申込は、http://www.code.u-air.ac.jp/seminar/seminar_h21/090721/resume.html  
にてご参照ください。(当日参加も可能ですが、資料作成の都合上なるべく参加申込をお願いいた
します) 
